
お問合せ先：

2. 事業内容

3. 事業スキーム

1. 事業目的

「補助対象」、「委託内容」、
「活用事例」、「事業イメー
ジ」の中からタイトルを選択。
［ﾒｲﾘｵ、太字、14pt］

事業の目的を箇条書きで記
載
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

事業名を記載
［ﾒｲﾘｵ、太字、18pt］

事業のポイントを簡潔に記載
［ﾒｲﾘｵ、太字、14pt］

予算額を記載
【令和２年度要求額 0,000百万円
（0,000百万円）】
［ﾒｲﾘｵ、標準、13pt］

事業内容を説明。冒頭で手短に、事業の背景につ
いて触れること。
［ﾒｲﾘｵ、標準、11 or 12pt］

■実施期間

■事業形態

図・写真等を交えつつ、この
スペースに納まるよう記述

小見出し［ﾒｲﾘｵ、濃青緑、
太字、12pt］

本文［ﾒｲﾘｵ、標準、
12pt］

問い合わせ先を記載
環境省 ○○局 ○○課
○○室 電話：03-
5521-xxxx
［ﾒｲﾘｵ、太字、12pt］

以下から選択：
請負事業／委託事業／直接補助事業／直接
補助事業（基金）／間接補助事業／交付金
／交付金（基金）

※補助事業の場合は補助率も記載
※複数の事業種別がある場合や特殊なスキーム
の場合は、適宜記載
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

「■選択」の欄は、事業形態に合わせ、以
下の様に記載
①請負事業：■請負先
②委託事業：■委託先
③補助事業：■補助対象
④交付金： ■交付対象
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

以下から選択：
民間事業者・団体／非営利団体／大学／
研究機関／地方公共団体一般／都道府
県／市区町村
［ﾒｲﾘｵ、標準、12pt］

4. 

拠点回収
(家電量販店等)

拠点回収
(分散型回収拠点)

拠点回収
(公共施設)

リチウムイオン電池の高度選別機・検知連携システムの導入支援

リチウムイオン電池等の火災事故防止・分別回収による安全・経済損失防止対策事業

事業イメージ

（１）請負事業、（２）間接補助 補助率 １／２又は１／３

（１）リチウムイオン電池等の回収体制構築に向けた検討

リチウムイオン電池等の回収量を把握し、取組の有効性の評価や処理の効率

化等を図るため、市町村で排出されるリチウムイオン電池等の排出量、処理事

業者や国内精錬事業者の実態を調査する。

また、製造・販売事業者、公共施設等での回収拠点の拡大、処分先の選定や

効率的な運搬等を担う相談センター構築のための検討を行う。

（２）廃棄物処理施設等における火災防止等設備導入促進事業
民間企業が有する廃棄物処理施設等において、混入するリチウムイオン電池

等をX線やAI等を活用して高度に選別する設備や、発火を検知し各設備（施設

の自動停止、散水等の延焼防止対策、警報発報等）と連携・連動するシステム

の導入を支援することにより、予期せぬ火災事故への強靭化と再生材（主にプ

ラスチック）の質・量の安定供給力確保を推進するとともに、先進的な装置の

国際展開を見据えた市場創出等を実施する。

近年、市町村や民間の廃棄物処理施設等でリチウムイオン電池に起因する火災事故等が頻繁に発生しており、当該施設の停止
のみならず、社会システムの停滞を招く事態となっている。自治体、関係業界等と協力し、リチウムイオン電池の分別回収等
の体制構築を行うとともに、高度選別機や検知連携システム等の導入補助により処理業者を支援し、火災事故による経済損失
の防止、廃棄物処理の適正化とそれに伴う再生材の安定供給力の確保、先進的な装置の国際展開を見据えた市場創出等を実施
する。

リチウムイオン電池の分別回収体制の構築や高度選別機等の導入補助により、廃棄物処理の事業継続等を支援します。

【令和７年度補正予算（案） 1,282百万円】

民間事業者・団体

令和７年度

■請負先・補助対象

（１）環境省環境再生・資源循環局 廃棄物適正処理推進課 電話:03－5521－9273
（２）  資源循環課 電話:03-6205-4903、廃棄物規制担当参事官室 電話:03-6457-9096

排出者
（消費者等）

廃棄物処理施設

ごみ処理施設

再資源化施設

再資源化施設

ステーション・戸別回収

相談センター
（マッチング支援）

（２）火災防止等設備導入促進事業

排出量等の実態調査、回収拠点の拡大・相談センター構築検討

（１）広域処理体制構築検討
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